
 

 

３ 揺れてから津波が襲来するまで 
 

2011年の東日本大震災では、津波による甚大な被害 

が発生しましたが、揺れによる建物被害は津波に比べる 

とそれほど大きくはありませんでした。 

一方、1995年の阪神・淡路大震災では、神戸市や西 

宮市の一部地域、密集市街地のエリアでも震度７の地域 

があり、揺れによる大きな被害が発生しました。建物は 

倒壊し、火災が発生しても水がない、あるいは倒壊した 

建物に道路がふさがれて消防車も全ての火災には対応でき

ないという状況でした。また、急傾斜地や造成地では土砂

崩れや液状化が発生して、路面が大きく壊れた地域もあり

ます。倒壊した建物や高架橋が道路をふさいだところもあ

りました。このほか、震度4や5弱程度の揺れでも、補強

されていないブロック塀が倒壊した事例もあります。 

私たちの高知県では、南海トラフを震源とする最大クラ

スの地震が発生した場合、阪神・淡路大震災クラスの強い

揺れが長い時間継続し、その後に、東日本大震災クラスの

津波に襲われることが想定されている地域もあります。 

 地震による揺れと津波を別々のものと考えず、津波が来

る前に大きな揺れによって自宅や市街地が被害を受けて、

訓練どおりに津波からの避難ができない可能性も考えてお

きましょう。 

 

 

 

  海面の盛上り（津波発生） 

震源 

海底の隆起 

③ 揺れによる被害 

建物倒壊、火災、液状化等 

 津波の襲来 

ユーラシアプレート フィリピン海プレート 

南海トラフ 

高知県 

フィリピン海プレートがユーレシア 

プレートの下に潜り込む際、ひずみ 

が蓄積されます。 

地震発生前 

地震発生前 

ひずみの蓄積 

① 地震発生 

南海トラフでは、ユーラシアプレ

ートの下にフィリピン海プレート

が潜り込んでいます。 

ひずみが解放され、 

プレートが跳ね上がります。 

⑤ 波高の増大 

⑥ 津波の陸域への遡上 

⑦ 強い引き波 

⑧ 繰り返し襲う津波  

水深が浅くなると、津波が減速して後から追い 
ついた津波と重なり、津波高が増大します。 

大量かつ強烈な勢いのある海水が 

陸域に押し寄せます。 

津波は繰り返し襲ってきます。 

強い引き波が発生します。 
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